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序章研究の目的と方法

本研究は，社会科授業の中で行われてきた人

権侵害事例を扱った人権学習を検討し，構築主

義的アフ。ローチに着目した人権学習の教材開発

を行うことを目的とする。

序章では，本研究の意義と方法を示した。

現在の社会には，様々な人権侵害問題に関わ

る社会問題が存在するD 人権学習の授業で取り

上げるのは顕在化している問題であり，社会的

にも認知されている問題である。しかし，現実

の社会には潜在化している問題もあり，価値観

も多様化する現在，新たな問題も生じてくるで

あろう。そのような中で，社会認識形成を通し

て問題を見抜くとともに社会形成の視点から問

題をめぐる社会的な営みに関わっていくことが

できる力を育成することが現在求められるので

はなし1かと考えた。そこで，本研究では，従来

行われてきた人権侵害事例を所与のものとする

授業の課題を明らかにし，その課題を補うもの

として構築主義的アブ。ローチに着目し，教材開

発を行うことの必要性を述べている。

第 1章社会科教育における人権学習

本章では，社会科教育における人権学習の性

格を明らかにするために，学校教育活動全体に

おける人権学習の目標と現状について述べ，社

会科の性格と人権学習について整理した。

人権教育は学校教育活動全体を通して行われ

ているが，問題を見抜き，解決の主体者となる

生徒の育成を目指して，内容や方法論の検討が
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行われていることを述べた口

第2章先行授業実践の分析

本章では，中学校公民的分野における人権学

習の授業実践を分析した。その結果，いずれの

授業においても取り上げられる問題は実在論的

に取り上げられており，問題を所与のものとし

て生徒たちに提示され，追究されることが明ら

かとなった。

課題としては①実在論的に取り上げた場合，

人々の人権に関わる問題がどのように問題とし

て規定されるようになったのかが生徒たちが捉

えにくい点，②問題を問題として構築していく

社会的な営みに個人や集団がどのように関わっ

ていくことができるのかが部分的には取り組ま

れているものの，全体として掴みにくく不明確

な点の 2点が挙げられた。

第3章構築主義的アプローチを取り入れた人

権学習の教材開発

本章では，構築主義的アプローチを社会科の

人権学習に取り入れる意義について述べた。

社会認識形成から見た意義としては次のよう

な点を示した。人権問題を社会問題と捉えると

何が社会問題であるかは可変的であるため，個

別の人権課題を取り上げる際には，他の人権課

題を捉える視点を掴ませることが必要になるが，

構築主義的アフ。ローチを取り入れれば，問題が

なぜ問題と構築されていったのか，その原因や

背景となっている事実やその根底にある価値観

を解明していくことが可能となる。

-360-



社会形成の視点からは，①構築主義的アフ。ロ

ーチによる異議申し立てに始まる一連の問題の

生成過程を捉えることで，人権侵害を克服する

ための社会形成の手続きを学ぶことが可能とな

る，②構築主義的アプローチによって問題は

構築されるものである」と捉えることで，自分

たち一人一人が現在の社会をっくり出している

一員であり，社会をよりよくするための構成員

であることに自覚的になれることの 2点を示し

た。

人権教育の視点からは，現在の社会の中で，

「問題であるJと当然のように認識されている

問題が，問題と見なされていなかった状態から，

人々によって問題として構築され，解決に向け

て動き出したという「問題の構築過程Jを捉え

させることによって，①あらゆる問題解決への

展望を示すことができる，②「自分と社会のつ

ながり」を考察し，自分の位置を批判的に捉え

直すことが可能であることを示した。

第4章 小単元「ハンセン病問題j の展開

本章では，構築主義的アフ。ローチに着目した

人権学習の教材開発を行い，中学校公民的分野

における人権学習の授業を開発した。

構築主義的アプローチによる人権学習の教材

として「ハンセン病問題j を事例として取り上

げた口ハンセン病を事例として取り上げた理由

は，①どのように問題として構築されるように

なったのかが明確であること，②学習主題が生

徒の主題となりうること，③他の人権侵害問題

を読み解く視点を掴ませることが可能であるこ

との 3点である。

小単元は，副田義也氏による「社会問題の輪

郭Jを参考に，

I 社会問題ではない段階(展開 1)

E 一部の人々が問題であると主張している

段階(展開 2)

E 問題であるかどうか判断が分かれている

段階(展開 3)

W 問題であると広く合意した段階(展開 4)

の4段階で構成する。つまり，社会問題が問題

とされていなかった状況から，問題であると社

会的に合意を得るようになるまでの過程を，生

徒たちがわが国のハンセン病患者隔離政策等を

めぐる人々の見解を考察する中で辿ることがで

きるよう組織するのである口

小単元の指導計画は，導入，問題構築過程の

4段階に基づいた展開 1から展開 4，終結の 5

時間配当で構成した。終結では展開 4で確認し

た「問題であると人々が合意し，解決に向けて

動いているはずJの現在を対象とする。ハンセ

ン病回復者をめぐる現状を各自で調べ，自分の

見解を示す段階を設定し，潜在化している問題

を見抜き，問題として構築し，問い続けていく

ことが真の解決に向けて不可欠であり，その主

体となるのは自分たちであることを掴んでいく

のである O

終章成果と課題

本章では，本研究の成果と課題についてまと

めた。

本研究の成果は①これまでの人権侵害問題を

所与のものとする授業の課題と構築主義的アプ

ローチを取り入れた人権学習の意義を明らかに

した点，②構築主義的アプローチを取り入れた

教材開発に基づいた授業モデ、ルを提案で、きた点

の2点である。

課題としては，教材開発した授業のねらいが

実際に達成可能なのか，その有効性を授業にか

けて検証し，実践を通じて修正・改善を行うこ

と，また，他の事例による授業モデ、ルの作成に

も取り組むことである。
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